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◆浅場整備の考え方 

１ 

平成22年度以降の考え方 

①基盤の安定 
②人工湖岸である箇所 
③Ｔ．Ｐ．－２．０ｍまでの岸沖距離が５０ｍ以上 
④実現性（民有地がない、漁港等の施設の有無）  
⑤湖底の状況 等 

 ※上記を考慮し、優先順位設定する 



湖底の棚の部分 

◆基盤の安定についての考え方 

 湖岸の比較的大きなヨシ群落のある場所は、底質が漂砂としてあ
まり動かず静的に安定した場所である。これは、波の影響の大小と
岸への進入角によるもので、波のエネルギーは、遠浅の緩勾配の
湖岸では小さくなり、急深部の湖岸では減衰しない。 

不安定 

右側への漂砂 左側への漂砂 

静的安定 

左側への漂砂 右側への漂砂 

動的安定 

左側への漂砂 右側への漂砂 

棚部分が広いほど波が小さくなる 

急深部では波が減衰せずに岸に打ち寄せる 

２ 

砂が移動 砂が移動しても元に戻る 
ヨシ群落 

砂の移動が少ない 



◆基盤の安定度を示す指標 

 基盤の安定度を示す指標として、注）中村らから湖岸エネル
ギーフラックスという考え方が提案されている。 
 
            ＥＷ ＝ （ Ｅ(+) － Ｅ(-) ） × （Ｈ／Ｂ）  
                  漂砂エネルギー変動幅 
  
  ここに、  ＥＷ  ：漂砂エネルギー移動レベル                  Ｅ(+)：正の漂砂エネルギー平均値（kg･ｍ/日/ｍ） 
         Ｅ(-)   ：負の漂砂エネルギー平均値（kg･ｍ/日/ｍ）    Ｂ  ：エネルギー影響範囲（ｍ） 
        Ｈ     ：移動限界水深までの水深（ｍ） 

３ 

漂砂エネルギー変動幅 

砂が左側へ動くエネルギー 

平均値 Ｅ(+) 

砂が右側へ動くエネルギー 

平均値 Ｅ(-)  

Ｅ(+) － Ｅ(-) 

沿 岸 方 向 

Ｂ（湖底の棚の幅） 

Ｈ（移動限界水深） 
岸 沖 方 向 

注）中辻崇浩，中村圭吾，天野邦彦：湖岸植生帯の分布を制限する波浪・地形条件，土木学会論文集G Vol.62No.1，p135-140，2006.2 
※フラックスは、基本的には単位面積あたりとか単位時間あたりという意味で、今回のエネルギーフラックスとは、「単位日あたりのエネルギー」 
 を意味する   

沿 岸 方 向 岸 沖 方 向 



◆湖岸エネルギーフラックスの計算条件 

S:6.3km 
SSW:7.6km 

SW:10.1km 
SSE:5.7km 

SE:7.0km 

ESE:8.1km 

WSW 
5,000m 

■吹送距離 
（秋鹿地区の例） 

【沿岸エネルギーの考え方】 
 沿岸方向のエネルギーは、波の大き
さと入射角から導かれる。下図のよう
に、入射する波のエネルギーを岸沖
方向と沿岸方向に分解し、沿岸漂砂
を引き起こす沿岸エネルギーとして表
現している。 
 
 
 
 
 
 

沿岸方向エネルギー 

岸
沖
方
向
エ
ネ
ル
ギ
ー 

波の入射 

４ 

■計算条件 
 各地点の諸条件は、 
右表に示すとおりである。 

項目 設定条件 

解析地点 宍道湖：左岸1.5k付近を基点とし、時計回りにおおよそ500mピッチ 
中海：江島南東岸を基点とし、時計回りにおおよそ500mピッチ 

対象風 湖心観測所データ（平成13年～平成22年、10ヶ年） 

吹送距離 1/200000の地形図より計測 

エネルギー 
影響範囲 

湖岸勾配（移動限界水深と移動限界水深までの距離により算定）より設
定 



◆湖岸エネルギーフラックスの基準値 

■評価の基準値 
  

 

 

 

 

 

 

 

 図は、霞ヶ浦及び琵琶湖において、湖岸エネルギーフラックスと植生帯
規模（幅）の関係を解析した結果である。これによれば、湖岸エネルギーフ
ラックスが20以下であれば、植生が繁茂できる静的な安定度が保たれる

ことがわかる。結果では、霞ヶ浦の方が若干低い値となっており、安定的
な湖岸を創出するためには、湖岸エネルギーフラックスが10以下であるこ
とが望ましい。 

【湖岸エネルギーフラックスの基準値】 

0

20

40

60

80

100

120

140

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

EWレベル

植
生

帯
幅

（
ｍ

）
霞ヶ浦

琵琶湖湖西

琵琶湖湖東

ほとんど植生が 
みられなくなる 

植生が繁茂 
しやすい 

５００ｍピッチで設定しているため、護岸等
の設置区間では植生が繁茂していない 

５ 



◆宍道湖におけるエネルギーフラックスの分布状況 

６ 

※浅場整備にあたっては、この中から適切な場所を抽出する。 



◆中海におけるエネルギーフラックスの分布状況 

７ 

※浅場整備にあたっては、この中から適切な場所を抽出する。 



◆参考（宍道湖における昭和２２年の湖岸状況） 

８ 

：人工湖岸 
：砂浜湖岸 
：山地湖岸 
：植生湖岸 

湖岸分類 



◆参考（中海における昭和２２年の湖岸状況） 

９ 

：人工湖岸 
：砂浜湖岸 
：山地湖岸 
：植生湖岸 

湖岸分類 


	　　　浅場整備の考え方について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

